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平成27年度
上半期の財政状況

（9月30日現在）

一般会計歳入の状況
●予算額　　40億3,622万円
●収入済額　22億6,790万円
●収入率　　56.2%

■
前
年
同
期
よ
り
２
億
５
７
９
２
万

円
の
増

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予

算
額
は
38
億
６
８
２
０
万
円
で
し

た
。
そ
の
後
、
国
体
開
催
に
伴
う
総

合
運
動
場
整
備
事
業
、
臨
時
福
祉
給

付
金
給
付
事
業
や
消
防
施
設
の
整
備

事
業
な
ど
２
回
の
予
算
補
正
を
行

い
、
総
額
１
億
６
８
０
１
万
円
を
追

加
し
、
上
半
期
（
９
月
30
日
現
在
）

の
予
算
総
額
を
40
億
３
６
２
２
万
円

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
前
年
度
同
期

よ
り
２
億
５
７
９
２
万
円
（
６
・

８
％
）
多
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
予
算
額
を
前
年
同
期
と
比
較

す
る
と
、
消
防
費
が
防
災
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
や
九
戸
分
署
配
備
の
タ

ン
ク
車
更
新
事
業
、
消
防
用
車
庫
建

設
事
業
な
ど
で
２
億
７
１
１
万
円

（
１
０
９
・
６
％
）
の
増
、
土
木
費

が
除
雪
機
器
購
入
事
業
、
橋
梁
長
寿

命
化
事
業
、
村
道
新
設
改
良
事
業
な

ど
で
１
億
４
１
１
万
円
（
21
・

８
％
）
、
教
育
費
が
３
７
７
１
万
円

（
11
・
８
％
）
の
増
と
な
る
一
方
、

総
務
費
で
前
年
度
は
基
金
積
立
金
を

計
上
し
て
い
た
こ
と
か
ら

８
４
５
８
万
円
（
８
・
２
％
）
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
支
出
済
額
14
億
円
、
執
行
率
34
％

　
上
の
グ
ラ
フ
は
一
般
会
計
予
算
の

執
行
状
況
で
す
。
歳
入
と
歳
出
に
つ

い
て
、
予
算
額
に
対
す
る
進
み
具
合

を
そ
れ
ぞ
れ
収
入
率
、
執
行
率
で
表

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
る
と
、
歳

入
の
収
入
済
額
は
22
億
６
７
９
０
万

円
で
、
収
入
率
は
56
・
２
％
と
前
年

同
期
と
比
べ
て
１
・
１
ポ
イ
ン
ト
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
の
歳
出
の

支
出
済
額
は
13
億
６
６
４
８
万
円

で
執
行
率
は
33
・
９
％
と
前
年
同
期

を
２
・
４
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
い
ま

す
。

■
村
債
残
額
38 

億
円（　
　
37
億
円
）

　
事
業
を
行
う
際
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
に
村
が
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
る
村
債
（
借
金
）
の
残
高
は
、
９

月
30
日
現
在
で
38
億
９
５
１
万
円

で
す
。
村
民
一
人
当
た
り
で
は
、
約

62
万
円
と
な
り
ま
す
。 前

年
度
同　
期

　
村
の
予
算
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
村
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
交
付
金
な
ど
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
こ
の
予
算
の
執
行
状
況
や
財
産
の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
年
に
２
回
（
上
半
期
と
下
半
期
）、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
平
成
27
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
一
般
会
計
・
特
別

会
計
な
ど
の
予
算
執
行
状
況
や
公
有
財
産
、
地
方
債
の
残
高
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0 1 2 3 4 5 10 20

地方交付税

村　　　債

村 税

県 支 出 金

国庫支出金

諸 収 入

使用料及び手数料

地方消費税交付金

地 方 譲 与税

そ の 他

19億5,123万円
15億6,204万円（80.1%）

3億2,668万円
7,706万円（23.6%）

4億 227万円

6億7670万円

2億6,081万円（64.8%）

0万円（0.0%）

3億8,061万円
4,159万円（10.9%）

4,970万円
1,410万円（28.4%）

6,412万円
2,431万円（37.9%）

5,992万円
6,314万円（105.4%）

6,244万円
2,665万円（42.7%）

6,255万円
1億9,820万円（316.9%）

（億円）

予算額

収入済額

（　　）内は収入率

※ その他は、分担金及び負担金・自動車取得税交付金・繰越金など

村
の
家
計
簿
を
公
表

一
般
会
計
予
算
は
40
億
３
６
２
２
万
円
に
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水道事業会計の状況
◎収益的収入と支出…主に飲料水を作るお金

予算額は前年度同期と比べ 373 万円（2.7％）の増となっています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
水 道 料 金 11,923 6,216

一般会計補助金 107 0

そ の 他 の 収 益 2,006 4

合　　計 14,036 6,220

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
浄･配･給水費用 4,345 1,845
施設等減価償却費 6,462 0
企業債利息償還金 1,683 856
その他(総係費含む) 1,546 280

合　　計 14,036 2,981

◎資本的収入と支出…主に施設を整備するお金
支出の予算額は前年度同期と比べ 1,999 万円（25.0％）の増となっています。

支出超過分は、内部留保資金で運営しています。

収
　
　
入

科　　目 予算額 収入済額
国 庫 補 助 金 0 0

一般会計補助金 325 0

一般会計出資金 0 0

建設改良補償金 558 0

企 業 債 0 0

合　　計 883 0

支
　
　
出

科　　目 予算額 支出済額
施 設 改 良 費 1,261 0

老朽管更新事業費 0 0

営 業 設 備 費 297 0

企 業 債 償 還 金 4,453 2,212

合　　計 6,011 2,212

（単位：万円）

（単位：万円）

特別会計の状況
区       分 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 8億7,026万円 3億3,470万円
（38.5％）

4億90万円
（46.1％）

後期高齢者医療 5,462 万円 1,334 万円
（24.4％）

1,024 万円
（18.7％）

農業集落排水事業 2,910 万円 1,532 万円
（52.6％）

1,364 万円
（46.8％）

下 水 道 事 業 1億3,795万円 6,947 万円
（50.4％）

5,728 万円
（41.5％）

索 道 事 業 2,520 万円 9 万円
（0.4％）

168 万円
（6.7％）

戸 田 財 産 区 1,476 万円 998 万円
（67.6％）

240 万円
（16.3％）

伊保内財産区 1,394 万円 1,064 万円
（76.3％）

275 万円
（19.7％）

江刺家財産区 801 万円 191 万円
（23.8％）

241 万円
（30.1％）

合 計 11億5,384万円 5億5,545万円
（39.5％）

4億9,130万円
（42.6％）

※ 収入済額より支出済額が多い会計については、会計間で一時
　運用を行っています。

公有財産・基金の状況
区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

土 地 975,037㎡ ±0㎡

建 物 64,228㎡ ±0㎡

有 価 証 券 416万円 ±0万円

出資による権利 7,549万円 200万円

物 件 公用車・消防車など72台 −2台

財政調整基金 32億7,919万円 ＋4億8,659万円

人材育成基金 1億円 ±0万円

減 債 基 金 2億7,617万円 ＋11万円

地域振興基金 3億9,698万円 ±0万円

その他の基金 1億3,082万円 2,284万円

区       分 9月30日現在高 3月31日との比較

政 府 資 金 25億1,759万円 ＋1億7,863万円

地公体金融機構 6億9,203万円 ＋593万円

市中銀行など 5億5,203万円 −2,857万円

共 済 な ど 2,480万円 −473万円

岩 手 県 基 金 2,306万円 ±0万円

合 計 38億951万円 ＋1億5,126万円

村債の状況

一般会計歳出の状況
●予算額　　40億3,622万円
●支出済額　13億6,648万円
●執行率　　33.9%

0 2 4 6 8 10 12

総 務 費

民 生 費

土 木 費

公 債 費

消 防 費

教 育 費

農林水産業費

衛 生 費

議 会 費

そ の 他

9億4,525万円
3億4,342万円（36.3%）

7億3,793万円
2億7,367万円（37.1%）

5億8,177万円

4億   141万円
1億9,352万円（48.2%）

3億3,519万円
7,976万円（23.8%）

3億5,788万円
1億2,075万円（33.7%）

3億9,604万円
1億5,678万円（39.6%）

1億7,435万円

5,671万円
3,121万円（55.0%）

4,969万円
2,211万円（44,5%）

（億円）

予算額

支出済額

（　　）内は執行率

 7,094万円（12.2%）

7,432万円（42.6%）

※ その他は、商工費・災害復旧費・予備費。



4

除
雪
に
ご
協
力
を
!!

　

技
術
指
導
お
よ
び
経
営
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

㈱
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
専

任
指
導
員
に
よ
る
指
導
の
ほ
か
、

農
業
短
大
、
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
、
農
協
、
そ
し
て
先
進

的
な
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
る

農
家
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

農
作
物
の
栽
培
、
経
営
管
理
な

ど
、
農
業
経
営
に
必
要
な
ノ
ウ

ハ
ウ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

■
応
募
資
格

○
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
な
ど
で
、
独
身
者
は
お
お

む
ね
30
歳
以
下
、
既
婚
者
は

お
お
む
ね
40
歳
以
下
の
人
。

○
村
外
か
ら
の
転
入
者
は
、

引
き
続
き
村
内
に
居
住
し
営

農
で
き
る
人
。

■
条
件
な
ど

○
村
と
研
修
な
ど
の
契
約
を

締
結
し
、
村
が
指
定
し
た
施

設
な
ど
で
研
修
を
行
う
こ
と
。

○
研
修
を
中
断
し
た
場
合
お

よ
び
就
農
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
助
成
金
を
返
還
し
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
書
類
お
よ
び
面
接
審
査
を

行
い
ま
す
。

■
募
集
人
数

若
干
名

■
募
集
期
間

２
月
29
日
（
月
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

㈱
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
（
村

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
内
☎
42

‐
２
１
１
１
内
線
２
１
８
・

於
本
）
ま
た
は
農
林
建
設

課
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

２
４
１
・
浅
水
）

始
め
よ
う

　

農
業

【
支
援
内
容
】

　

生
活
費
を
３
年
間
（
営
農
研

修
期
間
）
支
援
し
ま
す
。

○
単
身
者
世
帯

月
額
10
万
円

○
夫
婦
２
人
世
帯

月
額
13
万
円

○
夫
婦
と
子
ど
も
世
帯

月
額
15
万
円

　
村
で
は
、
新
規
就
農
者
（
研
修
者
）
支
援
対
策
事
業

を
行
い
、
農
業
の
担
い
手
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
３
年
間
の
生
活
費
を
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
な

た
も
農
業
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

！！
自分たちが育てたトマトおいしそうに食べる平成 27年度研修生

ト
マ
ト
の
収
穫
を
す
る
研
修
生

　

新
春
恒
例
の
『
書
き
初
め

大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
年

頭
に
当
た
り
、
気
持
ち
も
新

た
に
書
き
初
め
大
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
期
日

　
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）

■
日
程

　
受　
付　
８
時
30
分
〜

　
開
会
式　
９
時
〜

　

席　

書　

９
時
20
分
〜

　

閉
会
式　

10
時
30
分
〜

■
場
所　
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

■
申
込
方
法

①
小
中
学
生
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
で
参
加
希
望
者
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。
②
高
校
生
・

一
般
に
つ
い
て
は
、
12
月
に

配
布
予
定
の
チ
ラ
シ
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

　
12
月
21
日
（
月
）

■
申
込
先　
村
公
民
館
（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
３
１
２
）
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■
除
雪
は
バ
ス

路
線
を
優
先

　
除
雪
は
、

①
バ
ス
路
線

②
学
童
通
学
路

③
幹
線
道
路

④
そ
の
他
の
道

路
の
順
番
で
行

い
ま
す
。「
家

の
前
の
除
雪
が

遅
い
」
と
の
声

も
あ
り
ま
す
が

ご
協
力
お
願
い

ま
す
。

■
路
上
駐
車
は
除
雪
の
障
害

　

除
雪
を
す
る
と
き
最
も
障
害

と
な
る
の
は
、
路
上
に
放
置
さ

れ
て
い
る
車
両
で
す
。
路
上
駐

車
が
あ
る
と
、
除
雪
車
が
入
れ

ず
後
回
し
に
な
っ
た
り
、
除
雪

を
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
ま
す
。

■
玄
関
先
の
雪
処
理
の
お
願
い

　

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
家
の

前
に
雪
が
残
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
除
雪
車
の
能
力
や
時
間
的

な
問
題
で
、
家
の
前
の
雪
を
取

り
除
く
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、

各
家
庭
で
の
処
理
を
お
願
い
し

除
雪
に
ご
協
力
を
!!

　
村
で
は
、
地
域
の
生
活
道
路
・

歩
道
ま
た
は
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
世
帯
の
除
雪
活
動
を
行

う
行
政
区
、
自
治
会
団
体
を
対

象
に
、
小
型
除
雪
機
の
貸
し
出

し
を
行
い
ま
す
。
除
雪
機
の
利

用
を
希
望
す
る
団
体
は
平
成
27

年
12
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
、

農
林
建
設
課
地
域
整
備
班
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
貸
出
対
象
…
行
政
区
、
自
治

会
な
ど
の
団
体

■
貸
出
台
数
…
５
台
（
小
型
除

雪
機
）

■
貸
出
期
間
…
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で
（
1
団
体
1
台
ま
で
）

■
そ
の
他
…
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
申
込
数
が
多
い
場
合
、

小
型
除
雪
機
の
貸
出
要
領
に
基

づ
き
決
定
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
農
林
建
設
課
地
域
整
備
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
２
）

ま
た
、
車
両
に
限
ら
ず
構
造
物

な
ど
道
路
上
に
は
み
出
し
て
い

る
場
合
は
除
雪
が
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
冬
の
安
全
な

交
通
を
確
保
す
る
た
め
各
家
庭

で
家
の
周
り
を
整
理
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

　

除
雪
を
し
た
道
路
に
、
雪
が

押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
道
路
に
押
し
出
さ
れ

た
雪
や
氷
が
原
因
と
な
る
交
通

事
故
や
交
通
障
害
が
増
え
て
い

ま
す
。
各
家
庭
の
雪
は
、
敷
地

内
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

　

自
宅
前
や
身
近
な
道
路
、
歩

貸
し
出
し
ま
す
小
型
除
雪
機

　
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
村
で
は
、
こ
の
冬

も
安
全
な
交
通
の
確
保
を
目
指
し
、
お
お
む
ね
降
雪
10
㌢
を
め

ど
に
村
と
委
託
業
者
で
除
雪
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
除
雪
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

道
、
消
火
栓
の
周
囲
な
ど
は
、

各
地
区
ま
た
は
隣
近
所
で
協
力

し
除
雪
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
視
界
の
悪
い
時

の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
際
は
、

黒
っ
ぽ
い
服
装
を
避
け
、
目
立

つ
色
の
服
を
身
に
着
け
る
な
ど

安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

■
山
林
な
ど
の
財
産
管
理
の
お

願
い

　

近
年
、
大
雪
な
ど
の
影
響
に

よ
っ
て
倒
木
が
多
く
発
生
し
、

電
気
・
電
話
線
の
切
断
お
よ
び

村
道
な
ど
の
交
通
（
除
雪
作
業

な
ど
）
に
多
大
な
影
響
が
生
じ

て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
山
林
な

ど
自
己
財
産
の
管
理
を
し
て
い

た
だ
き
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
道

路
交
通
（
除
雪
作
業
な
ど
）
に

障
害
が
起
き
ぬ
よ
う
、
木
や
枝

な
ど
の
除
去
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
万
が
一
倒

木
が
発
生
し
、
道
路
交
通
上
支

障
が
生
じ
る
場
合
は
伐
採
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
併
せ
て
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

（
＊
道
路
法
第
42
条
・
43
条
を
適

用
し
、
道
路
な
ど
へ
の
倒
木
に

つ
い
て
伐
採
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
農
林
建
設
課
地
域
整
備
班（
☎

42
‐
２
１
１
１
内
線
２
８
２
）

除雪作業に協力願います

小
型
除
雪
機
、
５
台
貸
し
出
し
ま
す
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

たちとも交流を深める参加者の皆さん

笑顔を創造させてくれた、伊保内保
育園の元気なダンス

突然の抱擁で会場を沸かせてくれ
た安藤サチ子さん

そば打ちを体験する親子

オドデ館で新そばまつり
新そばに満足舌鼓
　新そばまつり＆オドデ館友の会収穫感謝祭が10月24日、25
日に道の駅おりつめ「オドデ館」で開かれました。今年収穫さ
れたばかりのそば粉を使い、村生活改善グループ連絡研究会の
皆さんが手打ちで打った新そばがレストランで提供されました。
また同研究会の指導によるそば打ち体験も実施。売店では特別
割引された商品も並んだり、鳥モモ肉の鉄板焼が販売されたり
と買物客を楽しませていました。さらに、餅つき体験や江刺家
神楽の演舞なども披露され、会場はにぎわいを見せていました。

いきいきふれあい集会に 89人
和やかなひと時に笑顔
　いきいきふれあい集会が10月13日、ＨＯＺホール
で開かれました。村内の一人暮らしの高齢者89人が参
加し、和やかなひと時を楽しみました。オープニングに
は伊保内保育園の５歳児12名が駆け付け、かわいらし
いダンスを披露。愛くるしい園児の踊りに参加者は目を
細めて喜んでいました。会では安全な生活について講演
の後、会食が行われ、参加者は普段話す機会が少ない友
人などとの交流を深めていました。

村内最高齢・小野寺タキさん 105 歳祝福
縫い物や掃除は自分で
　小野寺タキさん（長興寺下）が11月９日、105歳の誕生日
を迎え家族などと一緒にお祝いをしました。この日、五枚橋久
夫村長が自宅を訪問。「村にとってもありがたい。これからも
お元気で」と花束と長寿祝い金を手渡し祝福しました。明治43
年11月９日生まれの小野寺さんは村内最高齢で子ども４人、
孫７人、ひ孫10人、やしゃご４人に恵まれ、家族と和やかに
過ごしています。家族と同じ食事を３食食べ、縫い物や掃除も
自分でやるそうです。いつまでもお元気でお過ごしください。

家族などに105歳を祝福される小野寺タキさん（中）
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あまり会う機会が多くはない友人

伊保内婦人会の皆さんがあでやかに
踊りを披露

総務大臣表彰の伝達を受ける番澤浩全さん

選挙関係功労者に選出
番澤浩全さん総務大臣表彰
　番澤浩全さん（戸田下）が選挙関係
功労者として総務大臣表彰に選ばれ、
11月17日に役場村長室で伝達式が
行われました。番澤さんは昭和63年
７月から27年間、村選挙管理委員会
として村民の政治意識の高揚に努め、
選挙管理事務の適正な管理執行のた
めに多大な貢献をされました。就任以
来、60回もの選挙事務の管理執行に
携わり、公正かつ適正な事務を行い、
明るい選挙推進活動に貢献されたこ
とがたたえられ受賞となりました。
　番澤さんは「受賞したのは皆さん
のお陰。受賞に感謝しこれからも適
正な選挙管理事務に努めたい」と話
していました。

県大会３位を喜ぶ、伊保内ミニバスケットボールスポーツ少年団

３人制バスケ県大会
伊保内ミニバス県３位
　３人制ハーフコートバスケットボールの小学生３×３選手
権岩手県大会が９月12日、奥州市総合体育館で行われました。
小学生では唯一、全県規模で開催される大会で、県内各ブロッ
クを勝ち抜いた48チームが集まり、男女別に分かれ優勝を争
いました。二戸地区代表として伊保内ミニバスケットボールス
ポーツ少年団から３チームが出場。IBONAI-Aは予選を全勝で
勝ち上がり決勝トーナメントへ進出。１回戦、２回戦と勝ち上
がり、準決勝では健闘するも１点及ばず、３位となりました。消防職団員表彰の受章を喜ぶ、野田克夫分団長（中）とアサ子婦人（右）

県内で１名が表彰、村消防団で初
野田克夫さんが消防職団員表彰
　村消防団第２分団の野田克夫分団長（戸田上）が、10月
27日の県民の警察官・消防職団員表彰式において、県民の消
防職団員表彰を受章しました。毎年、県内の消防職団員から
１名だけが表彰され、村消防団からは初の受章となりました。
　野田分団長は、「周りの支えがありここまでやってこれた。
今後も地域のために貢献していきたい」と決意を新たにして
いました。野田分団長は、昭和55年に消防団に入団。村ポ
ンプ操法競技会で9連覇、県競技会でも準優勝の好成績を収
めるなど、その指導力などが高く評価され受章となりました。
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村
内
郵
便
局
長
杯
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

10
月
10
日
、
村
体
育
セ
ン

タ
ー
と
伊
保
内
小
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
内
の
３
チ
ー
ム
を
含
む

16
チ
ー
ム
が
参
加
。
予
選

リ
ー
グ
の
後
、
２
部
門
に

分
か
れ
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
よ
っ
て
優
勝
を
争

江刺家Jr．が３位い
ま
し
た
。
本
村
か
ら
出
場
し
た

江
刺
家
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
１
部

　

九
戸
村
消
防
団
の
機
能
別
消

防
団
辞
令
交
付
式
が
11
月
４
日
、

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
の
み
出
動
す
る
機
能
別

団
員
制
度
は
全
国
で
も
先
進
的

な
取
り
組
み
で
、
新
た
に
37
人

が
機
能
別
団
員
と
し
て
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

機
能
別
団
員
の
任
期
は
平
成

29
年
３
月
ま
で
で
、
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
生
か
し
、
防
災
力

の
強
化
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

機
能
別
団
員
に
37
人
任
命

　
本
村
で
交
通
死
亡
事
故
が
１
年

間
な
か
っ
た
こ
と
を
た
た
え
10
月

13
日
、
役
場
村
長
室
に
お
い
て
県

警
察
本
部
長
か
ら
賞
賛
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
二
戸
警
察
署
小
野
寺

啓ひ
ろ

泰や
す
署
長
か
ら
五
枚
橋
久
夫
村
長

へ
賞
賛
状
を
贈
呈
。
五
枚
橋
村
長

は
「
受
賞
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

事
故
防
止
を
心
に
念
じ
な
が
ら
死

亡
事
故
ゼ
ロ
に
努
め
、
よ
り
一
層

心
構
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
い

き
た
い
」
と
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
年
間
達
成交通死亡事故ゼロ１年達成を喜ぶ五枚橋村長（中央）

１部３位に入賞した江刺家ジュニアクラブ

川
畑
勝
美
団
長
か
ら
機
能
別
団
員
の

辞
令
を
受
け
る
大
﨑
優
一
さ
ん（
中
）

　

村
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
10
月
17
日
、
く
の
へ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年

は
県
内
外
か
ら
１
６
１
人
も
の

参
加
者
が
集
ま
り
、
36
ホ
ー
ル
で

自
慢
の
技
術
を
競
い
合
い
ま
し

た
。
青
空
の
下
、
選
手
た
ち
は
同

友
た
ち
と
親
睦
を
深
め
な
が
ら

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
、
本
村
出
場
者
の
上

位
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

■
男
子　
②
安
藤
孝
作

■
女
子　
②
村
上
美
矢
子

愛
好
者
の
交
流
深
め
る

快
晴
の
中
、
プ
レ
ー
を
楽
し
む
参
加
者

の
３
位
、
九
戸
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少

年
団
は
２
部
の
２
位
と
な
り
ま
し

た
。
上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
で

す
。

■
１
部
　
①
手
代
森
ア
ッ
プ
ル
ズ

②
田
頭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
③
江
刺
家
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
③
宿
戸
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

■
２
部
　
①
久
慈
ひ
ま
わ
り
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
②
九
戸
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

１歳のお誕生日おめでとう☆

◉１月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を大募集！！ご希
望の方は 12 月 11 日（金）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎ 42-2111 内線 168）までお持ちください。

細川　汐
せ

奈
な

ちゃん
12月28日生まれ／長女／細屋

（父）猛さん（母）希さん

「お兄ちゃんと仲良くいっぱい遊
ぼうね。」お父さん・お母さんより

岩渕　晴
せい

太
た

くん
11月30日生まれ／長男／南田
（父）信毅さん（母）綾子さん

「太くたくましく育ってね！」
お父さん・お母さんより
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初
霜
や
我
が
家
の
ガ
ー
デ
ン
皆
元
気

作
業
着
を
納
め
て
勤
労
感
謝
の
日

小
春
日
や
登
園
バ
ス
停
孫
送
る

銀
杏
落
葉
ゴ
ー
ル
デ
ン
ロ
ー
ド
夢
の
国

歩
道
借
り
外
灯
頼
り
の
稗ひ

え

を
打
つ

高
島
ふ
み
女

初
霜
を
恐
れ
取
り
込
む
野
菜
か
な

恙つ
つ
が
な無
く
勤
労
感
謝
の
日
を
迎
え

日
短
淀よ

ど

み
な
く
駄だ

弁べ

る
友
久
し

紅
葉
の
連
山
繋
ぐ
車
列
か
な

小
春
日
や
老
若
男
女
球
を
追
う

櫻
庭　

義
也

初
霜
や
白
き
輝
き
日
の
出
前

病
む
臑す

ね

を
摩さ
す

り
て
勤
労
感
謝
の
日

永
年
の
腕
が
物
云
う
大
根
漬
け

掘
り
か
け
の
大
根
気
に
な
る
朝

あ
し
た
か
な

菅
野　

岑
子

裏
戸
よ
り
そ
ろ
り
と
入
り
て
秋
来
た
る

葉
の
先
き
に
露
一
つ
ぶ
の
離
れ
ざ
る

裏
口
を
占
め
て
明
る
き
白
芙ふ

蓉よ
う

季
の
移
ろ
ふ
こ
と
つ
ゆ
草
の
小
さ
き
に
も

冬
部　

雪
女

初
霜
や
杣そ

ま

家や

の
煙
く
ゆ
ら
せ
て

一
年
の
労
苦
に
勤
労
感
謝
の
日

暮
れ
早
し
遊
び
ほ
う
け
し
子
等
の
声

僧
坊
の
銀
杏
黄も

み
じ葉
の
散
り
し
き
る

工
事
場
の
手
旗
信
号
冬
晴
る
る

田
村　

畦
畔

行
く
秋
や
木
々
の
彩
り
競
う
如

ご
と
く

舘
村　

青
村

お
互
い
を
労

い
た
わ
り
勤
労
感
謝
の
日

日
輪
の
燃
え
て
紅
葉
の
村
渡
る

淡
く
濃
く
そ
し
て
山
居
の
散
る
紅
葉

芋
の
露
転ま

ろ

び
転
び
て
転
び
落
つ

晩
秋
の
蒼そ

う

天て
ん

高
く
鳶と
び

の
舞
う

【
十
月
席
題
詠
よ
り
】

落
葉
飛
ぶ
鳥
を
見み

ま
が紛
ふ
窓
の
外　
　
　
（
畦　

畔
）

行
く
秋
や
心
も
暗
く
目
の
手
術

水
澄
む
や
九
戸
の
文
化
潜
み
た
る　
　
（
雪　

女
）

散
る
紅
葉
浴
び
て
心
の
鍵
を
解
く

残
菊
や
白
き
色
も
て
倒
れ
咲
く

天て
ん

籟ら
い

や
ひ
と
つ
千ち

切ぎ

れ
て
秋
の
雲　
　
（
青　

村
）

秋
櫻
散
っ
て
淋さ

み
し
き
心
か
な

残
菊
の
白
や
黄
色
や
夕
日
映は

ゆ

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
夏
は
毎
日
畑

に
行
き
、
冬
は
毎
日
散
歩
を
し
、
体
を

動
か
し
て
い
る
こ
と
が
元
気
の
秘
け

つ
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
冬

は
毎
日
、40
分
以
上
散
歩
を
し
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
毎
日
、
畑
に

行
っ
て
野
菜
を
育
て
る
の
が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
40
歳
ぐ
ら
い

か
ら
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
で
働
い
た
。
そ
の

と
き
に
社
長
か
ら
信
頼
さ
れ
、
経
理
を

全
面
的
に
任
さ
れ
、
定
年
ま
で
勤
め
た

こ
と
が
一
番
の
思
い
出
。

京
都
出
身
で
現
在
は
高
校
教
諭
で
あ
り
、
な
ぎ

な
た
の
指
導
に
熱
中
し
て
い
る
細
川
都
也
子

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
来
年
に
迫
っ
た
い
わ
て

国
体
に
向
け
て
、
な
ぎ
な
た
漬
け
の
毎
日
を

送
っ
て
い
る
。

◆
休
み
の
日
は
？　
時
間
が
あ
れ
ば
子
ど
も

と
公
園
な
ど
に
行
く
こ
と
が
多
い
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
好
き
な
旅
行
に
家

族
み
ん
な
で
行
く
の
が
楽
し
み
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
家
を
改
造
し
オ
シ
ャ
レ

な
お
座
敷
カ
フ
ェ
を
や
り
た
い
。
九
戸
村
の
特

産
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
提
供
し
た
い
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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戸田保育園の園児たち
＝11月１日、村産業・芸術文化まつりで

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技を開催

「わんこダンス」大好き～ !!

こくっちと一緒にわんこダンス
を披露する園児たち

希望郷いわて国体

　

生
涯
学
習
ア
カ
デ
ミ
ー
・
女

性
教
室
で
は
10
月
23
日
、
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
本
年
度
２

回
目
の
健
康
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
、
東
洋
大
学
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授
の

岩
本
紗
由
美
氏
。

　
「
加
齢
に
伴
う
姿
勢
保
持
筋
の

筋
力
低
下
予
防
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」と
題
し
て
、講
話
と
実
技
で
、

美
し
い
姿
勢
を
保
つ
技
を
学
び

ま
し
た
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
「
腹
筋
」
と
「
骨

盤
底
筋
」
を
鍛
え
る
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
。
好
き
な
運
動
で
い
い
の

で
、
３
回
〜
５
回
程
度
毎
日
続

け
る
こ
と
が
大
切
と
の
こ
と
。

「
ま
っ
す
ぐ
」
を
意
識
し
、
姿
勢

に
気
を
付
け
た
生
活
を
す
る
だ

け
で
も
筋
肉
が
鍛
え
ら
れ
、
差

が
出
て
く
る
そ
う
で
す
。

　

介
護
予
防
教
室
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
会
員
以
外
の
方
々
に
も

た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
教
室
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
身
体
が
軽
く
な
っ
た
気
が
す

る
」「
歩
く
の
が
楽
に
な
っ
た
」

「
効
果
を
実
感
し
た
」
な
ど
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
資
料
が
欲
し
い
方
は
、
村
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
班
（
☎
42

‐
２
１
１
１
内
線
３
０
５
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ま
っ
す
ぐ
」
を
意
識
し
て

美しい姿勢で手本を見せる
岩本紗由美氏

人
生
い
か
に
元
気
に
楽
し
く

6000人でサポーター宣言
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ッ
ジ
の
配
布
始
ま
る

サポーターバッジ

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
で
は
、
国
体
開
催

の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
中

で
す
。

　

国
体
に
関
係
す
る
こ
と
な
ら

ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
い

い
の
で
、
こ
れ

か
ら
し
よ
う
と

す
る
こ
と
、
既

に
し
た
こ
と
を

「
サ
ポ
ー
タ
ー

宣
言
」
と
し
て

実
行
委
員
会
事

務
局
（
村
教
育

委
員
会
内
）
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
宣
言
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
章

と
し
て
缶
バ
ッ
ジ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

■
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
の
例

　

▽
わ
ん
こ
ダ
ン
ス
に
参
加
▽

競
技
を
観
戦
す
る
予
定
▽
花

い
っ
ぱ
い
運
動
▽
清
掃
活
動
▽

家
族
で
国
体
の
こ
と
を
話
し
た

▽
募
集
中
の
黒
色
の
キ
ャ
ッ
プ

を
集
め
て
〝
こ
く
っ
ち
〞
作
り

に
参
加
し
た
い
▽
元
気
な
あ
い

さ
つ
▽
笑
顔
で
選
手
を
歓
迎
―

な
ど
。

タオルを使ったエクササイズをする参加者

ダ
ン
ス
で
国
体
Ｐ
Ｒ

戸
田
保
育
園
児
と〝
こ
く
っ
ち
〞

　

戸
田
保
育
園
の
園
児
８
人
と

希
望
郷
い
わ
て
国
体
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
く
っ
ち

が
11
月
１
日
、
村
産
業
・
芸
術

文
化
ま
つ
り
発
表
部
門
で
、
わ

ん
こ
ダ
ン
ス
を
披
露
。
平
成
28

年
10
月
２
日
に
本
村
で
行
わ
れ

る
軟
式
野
球
競
技
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。　

　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
か
わ
い
い

ダ
ン
ス
に
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

村民総
参加

宣言



11 広報くのへ●2015（Ｈ27）12月

○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

❖ 今月のおすすめ図書Books
　

10
月
25
日
、
九
戸

中
学
校
に
お
い
て
文

化
祭
が
行
わ
れ
れ
ま

し
た
。

　

１
年
生
は
村
内
の

産
業
・
文
化
を
担
っ

て
い
る
５
名
の
方
々

か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
、
自
分
た
ち
で

ま
と
め
、
発
表
し
ま

し
た
。
２
年
生
は
４

日
間
の
職
場
体
験
を

通
し
て
、
働
く
こ
と
の
価
値
、

苦
労
、
喜
び
な
ど
学
ん
だ
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。
３
年
生
は

江
刺
家
神
楽
の
由
来
や
意
味
、

そ
し
て
舞
い
方
に
つ
い
て
、
保

存
会
の
皆
さ
ん
か
ら
学
び
、
３

年
生
全
員
が
踊
り
を
発
表
し
ま

し
た
。
参
観
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
「
素
晴
ら
し
い
」
と
の
声
が

多
く
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
英
語
暗
唱
、
弁

論
、
吹
奏
楽
、
特
設
合
唱
部
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
成

　

本
年
度
の
郷
土
芸
能
委
員
会

は
３
年
生
４
名
、
２
年
生
13
名
、

１
年
生
１
名
、
野
球
部
、
弓
道

部
か
ら
助
っ
人
６
名
の
計
24
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
委
員
会
は
10
月
24

日
に
、
北
上
市
さ
く
ら
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
、
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
郷
土
芸
能
部
門
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
大
会
前
の

練
習
で
は
勉
強
面
や
部
活
動
で

忙
し
く
、
な
か
な
か
人
数
が
集

ま
ら
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
会
１
週
間
前
の
表

情
に
は
本
大
会
に
懸
け
る
思
い

の
強
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

本
番
の
演
舞
は
今
ま
で
の
練
習

の
成
果
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
、

観
客
席
か
ら
の
拍
手
も
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
踊

り
き
っ
た
表
情
を
見
て
、
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
は
優
良
賞
で
し
た
。「
全

国
大
会
出
場
」
の
目
標
に
は
届

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
手
厚
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
江
刺
家
神
楽
保
存
会
、
暖
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
や
九
戸
村
の
方
々
、
全
て
の

思
い
が
一
つ
に
な
り
、
最
高
の

発
表
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
委
員
会
の

一
員
と
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
微
力
な
が
ら
も
支
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
支
援
を
糧
に

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
九
戸
中

に
虹
を
か
け
、
新
し
い
文
化
を

創
り
、
全
校
で
絆
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
文
化
祭
と
な
り
ま

し
た
。

新たな文化を創造

３年生全員で踊った江刺家神楽
　聡明な女性は素敵に老
いる。自宅に「森羅塾」
を開き、暮らしの知恵を
伝え、人間関係を活性化
する。人に会い、旅を
し、スピリチュアルも極
めたい。ポジティブ・エ
イジングは、まだまだや
ることがいっぱい！

ほんとうに 70代は面白い
桐島　洋子　著／海竜社

ボケてたまるか！
山本　朋史　著／朝日新聞出版

余命
五木　寛之　著／祥伝社

　60歳を過ぎた頃、症状
はまだ軽いが、認知障害の
疑いがあると言われた。ま
だ認知症までは進んでいな
い。しかし、このまま放っ
ておくと数年後には症状が
進んで認知症になる可能性
がある。恐ろしかった。そ
んな著者の体験ルポ！

　これからの時間をいか
に豊かに生きるか。今や、
日本人の４人に１人が56
歳以上。100歳を超えた
長寿者は６万人へ。人生
100年時代を生きるため
に、長くて短い余命に向
かっての心の準備がここ
にあります。

　女は「ばーさん」にな
る。なると言ったらなる。
だから女は40歳を超えた
頃から焦る！「ばーさん」
になりたくなーい！　身に
つまされながらも思わず笑
っちゃう連作短編10篇！
女子必読！！

レッツゴー・ばーさん！
平　安寿子　著／筑摩書房

※2015年「敬老の日」おすすめ図書より※2015年「敬老の日」おすすめ図書より

養
護
助
教
諭　

藤
平　

世せ

渚な　



み
ん
な
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健
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問
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生
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２
２
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２
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２
２
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２
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２
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２

国
保
だ
よ
り
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村
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加

入
者
で
、被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）

の
受
給
資
格
が
発
生
し
て
い
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人
と
そ
の
被
扶
養
者
は
、

国
保
の
「
退
職
者
医
療
制
度
」
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

平
成
27
年
３
月
末
に
廃
止
さ
れ
、
こ
れ

以
降
、
一
部
該
当
者
を
除
き
、
新
規
の

対
象
者
が
増
え
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

■
対
象
と
な
る
人

　

次
の
①
か
ら
④
の
全
て
に
該
当
す
る

人
と
そ
の
人
の
被
扶
養
者
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

①
村
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
人

②
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
や
各
共
済

組
合
な
ど
の
年
金
）
を
受
給
す
る
権
利

が
あ
る

③
被
用
者
年
金
の
加
入
期
間
が
20
年
以

上
で
あ
る
、
ま
た
は
、
40
歳
の
と
き
の

加
入
期
間
が
10
年
以
上
で
あ
る

④
平
成
27
年
３
月
31
日
（
26
年
度
末
）

ま
で
に
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
人

■
対
象
と
な
る
日

　

村
の
国
保
加
入
者
で
あ
る
と
き
、
本

制
度
に
該
当
す
る
被
用
者
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
日
が
退
職
被
保
険
者
と

な
る
日
で
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
14
日
以
内
に
、『
年
金
証
書
・
現
在

持
っ
て
い
る
の
国
保
の
被
保
険
者
証
・

印
鑑
』
を
持
ち
、
役
場
国
保
係
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

■
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
と
き

　

保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
「
国

保
の
退
職
被
保
険
者
証
」
を
出
し
て
受

診
し
ま
す
。
病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己

負
担
割
合
と
国
保
税
は
一
般
の
国
保
と

同
じ
で
す
。

■
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己

負
担
額
と
国
保
税
の
ほ
か
、
社
会
保
険

な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
届
け
出
な
い
場
合
、
本
来
、
社

会
保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
負
担
さ

れ
る
べ
き
医
療
費
を
村
の
国
保
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
も
、対
象
者
は
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
対
象
者
に
は
、
役
場
の
担

当
か
ら
連
絡
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
退
職
者
医
療
制
度

～
運
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
～

■
食
事
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
部
！

・
強
い
体

・
ケ
ガ
を
し
に
く
い
体

・
余
計
な
脂
肪
を
つ
け

　
な
い
体

を
作
る
た
め
の
食
事
は
左
記
の
５
種
類

が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

ご
飯
を
抜
い
て
、
菓
子
パ
ン
な
ど
を
食

べ
て
も
、
体
を
つ
く
る
材
料
に
な
ら
ず
、

脂
肪
に
な
り
ま
す
。

○
ご
飯
・
パ
ン
・
麺
（
主
食
）

　

脳
や
筋
肉
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。

不
足
す
る
と
集
中
力
の
低
下
に
つ
な
が

り
、
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
肉
・
魚
・
卵
・
豆
製
品
な
ど
（
主
菜
）

　

不
足
す
る
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
傷
つ

い
た
筋
肉
を
修
復
で
き
ず
、
勝
ち
に
つ

な
が
る
動
き
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

○
野
菜
・
海
藻
な
ど
（
副
菜
）

　

不
足
す
る
と
体
を
調
整
す
る
栄
養
素

が
足
り
な
く
な
る
た
め
、
疲
労
を
回
復

で
き
な
く
な
り
、
体
調
を
崩
し
や
す
く

し
ま
す
。

○
牛
乳・ヨ
ー
グ
ル
ト・チ
ー
ズ
な
ど
（
乳

製
品
）

　

主
に
た
ん
ぱ
く
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
を

含
み
ま
す
。
骨
作
り
に
欠
か
せ
な
い
栄

養
素
の
た
め
不
足
す
る
と
骨
折
や
疲
労

骨
折
の
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。

○
果
物

　

主
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
み
ま
す
。
ス

タ
ミ
ナ
回
復
や
貧
血
予
防
に
欠
か
せ
な

い
栄
養
素
の
た
め
、
不
足
す
る
と
ス
タ

ミ
ナ
切
れ
や
貧
血
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

文
化
部
の
人
も
同
様
に
体
を
つ
く
る

こ
と
が
い
い
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

何
歳
に
な
っ
て
も
、
筋
肉
と
骨
は
食
べ

物
と
動
く
こ
と
で
作
ら
れ
、
鍛
え
ら
れ

ま
す
。
果
物
や
乳
製
品
は
補
食
（
３
食

の
間
に
食
べ
る
食
事
）
で
補
う
と
無
理

な
く
続
け
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
以
上
の

５
つ
の
食
品
を
意
識
し
て
取
り
、
勝
て

る
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ
）

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
「
冬
こ
そ
体
づ
く
り
」
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ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料
の
納
付
を
怠
る

と
「
未
納
期
間
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、

免
除
申
請
そ
の
も
の
が
無
効
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
は
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効

に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本
人
・

世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
（
１

月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
す
る
場
合
は

前
々
年
の
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納

付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
に
は
、全
額
、４
分
の
３
、半
額
、

４
分
の
１
の
４
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
部
免
除
を
受
け
た
保
険
料
の

残
り
の
保
険
料
は
納
め
な
け
れ
ば
な
り

一
部
免
除
の
保
険
料
残
額
を
納
め
ま
し
ょ
う

制
度
に
該
当
す
る
被
用
者
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
日
が
退
職
被
保
険
者
と

な
る
日
で
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
14
日
以
内
に
、『
年
金
証
書
・
現
在

持
っ
て
い
る
の
国
保
の
被
保
険
者
証
・

印
鑑
』
を
持
ち
、
役
場
国
保
係
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

■
病
院
な
ど
を
受
診
す
る
と
き

　

保
険
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
「
国

保
の
退
職
被
保
険
者
証
」
を
出
し
て
受

診
し
ま
す
。
病
院
な
ど
に
支
払
う
自
己

負
担
割
合
と
国
保
税
は
一
般
の
国
保
と

同
じ
で
す
。

■
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己

負
担
額
と
国
保
税
の
ほ
か
、
社
会
保
険

な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
運
営
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
届
け
出
な
い
場
合
、
本
来
、
社

会
保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
で
負
担
さ

れ
る
べ
き
医
療
費
を
村
の
国
保
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
負
担
の
軽
減
の
た

め
に
も
、対
象
者
は
必
ず
届
け
出
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
対
象
者
に
は
、
役
場
の
担

当
か
ら
連
絡
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

一
段
と
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

暖
房
器
具
な
ど
に
よ
る
火
災
が
発

生
し
や
す
く
、
ま
た
空
気
も
乾
燥

す
る
た
め
被
害
が
大
き
く
な
る
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

暖
房
器
具
の
正
し
い
取
り
扱
い

方
法
や
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
を

確
認
し
、
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
暖
房
器
具
の
周
囲
に
衣
類

　

や
布
団
な
ど
の
可
燃
物
を

　
置
か
な
い
。

○
暖
房
器
具
を
使
用
し
た
ま

　
ま
就
寝
し
な
い
。

○
暖
房
器
具
の
上
部
に
洗
濯

　
物
な
ど
を
吊
り
下
げ
な
い
。

○
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
給

　

油
は
完
全
に
火
を
消
し
て

　
か
ら
行
う
。

村内の火災・救急（10月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 2 件 3 件 － 1 件
救 急 27 件 242 件 ＋ 7 件

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
に
注
意
!
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車
や
自
転
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
忘
れ

ず
に
鍵
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と

し
た
特
殊
詐
欺
が
依
然
と
し
て
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。

　

犯
行
グ
ル
ー
プ
は
、
息
子
や
孫
の
ほ

か
、
役
場
職
員
や
銀
行
員
、
弁
護
士
、

警
察
官
な
ど
に
扮
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
話

を
次
か
ら
次
と
持
ち
か
け
、
皆
さ
ん
を

慌
て
さ
せ
て
財
産
を
狙
っ
て
き
ま
す
。

　
「
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
お
金
の
要
求
」

や
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
お
金
の
還
付
」
は
、

全
て
詐
欺
と
考
え
、
す
ぐ
に
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
警
察
で
は
、
年
末
年
始
に
お
け
る

犯
罪
や
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、『
年
末

年
始
に
お
け
る
特
別
警
戒
活
動
』
を
実

施
し
ま
す
。

　

実
施
期
間
は
、
12
月
15
日
（
火
）
か

ら
1
月
3
日
（
日
）
ま
で
の
間
で
す
。

　
年
末
年
始
は
、
特
に

○
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
狙
っ

　
た
強
盗
事
件

○
空
き
巣
や
事
務
所
荒
ら
し
な
ど
の
窃

　
盗
事
件

○
路
面
凍
結
に
よ
る
交
通
事
故

な
ど
の
事
件
・
事
故
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な

い
た
め
に

○
防
犯
や
通
報
体
制
を
整
え
る

○
鍵
掛
け
を
励
行
す
る

○
道
路
状
況
に
応
じ
た
安
全
運
転
に
努

　
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

岩
手
県
で
は
、
鍵
を
掛
け
ず
に
「
空

き
巣
に
入
ら
れ
た
」「
自
転
車
を
盗
ま
れ

た
」
と
い
う
盗
難
被
害
の
割
合
が
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
少
し
の
間
な
ら
大
丈
夫
」
と
油
断
せ

ず
に
、
外
出
時
は
家
中
の
戸
締
り
を
、

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
お
よ
び
事
故
の
防
止

村内の交通事故（10月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 2 件 － 4 件
物損事故 4 件 64 件 ＋ 10 件
負 傷 者 0 人 2 人 － 6 人
死 亡 者 0 人 0 人 － 1 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 387日
（10月31日現在）

～
事
件
・
事
故
の
な
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
～
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 12月１日㊋ 12月７日㊊ 12月14日㊊
空 き 缶 12月15日㊋ 12月21日㊊ 12月22日㊋
粗 大 ご み 12月８日㊋
紙・プラ類 12月10日㊍ 12月16日㊌ 12月24日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話
12 ６ 松井内科医院 33-2201 12 ６ 阿部歯科クリニック 25-4182
13 浄法寺診療所 38-2021 13 沢藤歯科医院 25-4002
20 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 20 ほんだ歯科クリニック 23-9591
23 川村医院 23-3252 23 岩渕歯科医院 32-2238
27 いちのへ内科クリニック 33-2701 27 関歯科医院 38-2937
30 齋藤産婦人科医院 23-2505 30 右門歯科クリニック 38-2288
31 小原内科医院 23-3410 31 国香歯科医院 23-2223

１ １ ふくもりたこどもクリニック 43-3137 １ １
２ 藤田内科 38-2772 ２ 國香歯科医院 23-2764
３ 二戸クリニック 25-5770 ３ 菅原歯科クリニック 23-1180

編集後記
◆広報に着任した頃は締め切りを守れません
でしたが、４年目となる今年でさえも締め切
りを守れていない今日この頃です。◆「ロー
マは一日にして成らず」ということわざもあ
る通り、日々の努力を怠らないよう自戒の念
を込めて生活していきたいと思います。（下村）

12 月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎11月 25日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■有限会社  竹村商事　①ブロイ
ラー出荷作業員（パート労働者）
②九戸村など③18歳以上④850円
⑤普通自動車免許一種、週５～６
日勤務
■株式会社  メディカルサポート
①医療事務（正社員以外）②二戸
市③不問④114,800円～123,000円
⑤雇用期間：採用日～平成28年３
月末、経験・有資格者希望
■二戸時計工業  株式会社　①出荷
および製品受入業務員（正社員以
外）②二戸市③不問④126,464円⑤
普通自動車免許一種、パソコン操
作、雇用期間：採用日～６カ月
■有料老人ホーム赤ずきん  あい
のの　①介護職員（正社員）②
二戸市③18～59歳④122,830円～
186,840円⑤普通自動車免許一種、
介護福祉士またはホームヘルパー
２級または介護職員初任者研修修
了者以上、試用期間６カ月、夜勤
あり
■有限会社  ミツワ自動車販売
①自動車営業員（正社員）②軽
米町③59歳以下④130,000円～
300,000円⑤普通自動車免許一種、
営業・接客経験、試用期間６カ月

  生活習慣を見直し
健康生活を送ろう

　本年度の健診結果はいかがでし
たか？この機会に生活習慣を直し、
健康生活を始めましょう。
①脂質異常症予防教室
　○日時　12月15日㊋～
　　　　　午前９時～正午
②糖尿病予防教室
　○日時　12月22日㊋～
　　　　　午前９時～正午
■場所　村山村開発センター
■内容　血圧測定、講話、調理実
　　　　習など
■申し込み期限　
　各教室開催の１週間前まで
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課保健衛生班（☎42-2111内線122）

  自衛官各種学生
採用試験を実施

　自衛官の各種学生を募集します。
■募集種目
　陸上自衛隊高等工科学校生徒
■資格　男子で中卒（見込み含む）
17歳未満の者
■受付期限　平成28年１月８日㊎
■申し込み・問い合わせ　自衛隊
岩手地方協力本部二戸地域事務所
（☎23-2529）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

人のうごき
（平成27年11月1日現在）

●人　口　　６，１６６　人  　（－６）
　　男　　　 ２，９７９　人　  （－５）
　　女　　　 ３，１８７　人  　（－１）
●世帯数　　２，１６９世帯　（－４）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １０　人  　（８８人）
　 転　 出　　　 　７　人  （１１１人）
　 出　 生　　 　　０　人  　（３１人）
　 死　 亡　　　 　９　人  　（８７人）

（カッコ内は１月からの累計）

  あったか生活支援
８，０００円を助成

　村では、高齢者世帯などに対して
冬季間の生活支援を目的とし、あっ
たか生活支援事業を実施します。
■対象者
　平成27年12月１日現在におい
て村内に住所があり、世帯全員が
村民税非課税世帯で、かつ、次に
該当する人が対象となります。た
だし福祉施設等入所者は除かれま
す。
① 65歳以上の人のみの世帯
②療育手帳の区分AおよびＢの人
が世帯構成員で同居している世帯
③身体障がい者手帳１級および２
級の人が世帯構成員で同居してい
る世帯
④精神障がい者保健福祉手帳１級、
２級および３級の人が世帯構成員
で同居している世帯
⑤介護保険法に基づく要介護４・
５の認定を受けている人のうち、
寝たきりの状態にある人が世帯構
成員で同居している世帯
⑥ひとり親世帯
⑦生活保護世帯
■助成の額
　九戸村共通商品券により１世帯
当たり8,000円を助成します。
■申し込み
　該当すると思われる人には別途
通知しますので、忘れずに申請し
てください。なお、該当するはず
なのに通知が来ないなどの疑問点
がありましたらお問い合わせくだ
さい。
■申し込み・問い合わせ
住民生活課地域福祉班（☎ 42-
2111 内線 201 ～ 203）

  出会いを支援
結婚相談実施

　村の結婚相談所は「パートナー
を持ちたい」でも「仕事で出会う
機会がない」、「話しかけるのが苦
手」などで、相手が見つからない
あなたを支援します。
　専任の相談員が結婚相手の紹介
や仲介、結婚など何でも相談を受
け付けますのでご連絡ください。
■申し込み・問い合わせ　相談員・
尾友勝則、平日：村公民館（☎42-
2111内線313）、土日祝：相談員
自宅（☎42-2545）

  福祉タクシーの
料金一部を助成

　村では重度身体障がい者などの
社会参加の促進を図るためタク
シー料金の一部を助成します。
※対象のタクシーは二戸管内に事
業所があるところに限ります。
■対象者　
①療育手帳Ａの人
②身体障がい者手帳１級の人
※ただし、肢体不自由児童施設な
どに収容されている場合や自動車税
の減免を受けている場合もしくは盲
学校、ろう学校、養護学校の寄宿舎
に入寮している場合は除きます。
■給付の額　タクシー利用１回当
たり初乗り料金相当額を助成。１カ
月につき２回の利用を限度とする。
■申請に必要な書類　①療育手帳
または身体障がい者手帳②預金通
帳③印鑑④タクシー代領収書
■申し込み・問い合わせ　
住民生活課地域福祉班（☎ 42-
2111 内線 203）
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村
産
業
・
芸
術
文
化
ま
つ
り
が

10
月
30
日
～
11
月
３
日
ま
で
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
価
商

品
な
ど
が
多
数
並
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
来
場
者
は
多
数
の
商
品
を

買
い
求
め
、
両
手
に
袋
を
下
げ
て

い
る
人
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
や
き
そ
ば
や
や
き
と

り
な
ど
が
多
数
販
売
さ
れ
、
来
場

芸
が
息
づ
く
　

　
郷
土
を
堪
能

者
は
香
ば
し
い
匂
い
に
引
き
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
味

を
楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
、
ま
さ
ざ
ね
く
ん
ジ
ャ
ン
ボ

ダ
ル
マ
落
と
し
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
高
額
な
商
品
券
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ

レ
ー
ス
で
は
多
く
の
家
族
連
れ
が

集
ま
り
、自
由
奔
放
に
動
く
赤
ち
ゃ

ん
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
日
頃
磨
い
た

腕
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
書
道
や
絵

画
な
ど
の
芸
術
作
品
が
数
多
く
展

示
。
来
場
者
は
心
を
込
め
て
作
ら

れ
た
力
作
を
感
心
し
た
様
子
で
眺

め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
県
文
化
振
興
事

業
団
に
よ
る
文
化
・
芸
術
が
集
う

と
き
in
九
戸
村
も
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

で
同
時
開
催
。
会
場
に
は
、
縄
文

時
代
や
弥
生
時
代
に
九
戸
村
で
使

わ
れ
て
い
た
土
器
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
観
覧
者
の
目
を
引
い
て
い
ま

し
た
。

　

11
月
３
日
に
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
発
表
部
門
で
は
、
村
内

の
園
児
や
児
童
、
生
徒
た
ち
が
日

頃
練
習
し
た
踊
り
や
合
唱
の
成
果

を
発
表
。
ま
た
、
岩
手
大
学
く
ら

む
ぼ
ん
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

ゲ
ス
ト
出
演
。
九
戸
中
学
校
吹
奏

楽
部
と
の
共
演
で
は
、豊
か
な
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

田代遺跡で発見された土器が展示

友だちと一緒に笑顔ではしご車に乗ってみました

談笑しながら展示作品を観賞

上手にダルマを落とせるかな？

岩手大学くらむぼんジャズオーケストラと九戸中吹奏楽部が伸びやかなハーモニーで共演

話に花を咲かせながらお茶を楽しみました

村
産
業
・
芸
術
文
化
ま
つ
り
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